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主張

臨海部の防災投資に専念 し、
開発投資は止めよう

事務局長 川 口 洋一

人間 活動によって、 地 球の環境 破壊が進ん

でいるといわれて から久 しい。 地球への環境

負 荷を減ら していくた めに、 私たちは暮 らし

かたを改めていく こと を迫られている。 暮 ら

し方を改める指針と して、 目本古来の 「もっ

たいない」 と ｒながもちをさせる」 精神 の現

代版と して、 ① すぐに必要と しない物 やサー

ビスを求 めな い、 ②使った物を捨て ずに再利

用する、 ③ どうしても不要なもの はリ サイ ク

ル に ま わ す
、

と い う ３Ｒ （Ｒｅｄｕｃｅ，
Ｒｅｕｓｅ，

Ｒｅ

ｃｙｃｌｅ） が 提 唱 さ れ て い る
。

たと えば個 人にとっての 大型 投資である住

宅で あるが、 これまで は一代 限り の利用を前

提 に平均 ３０ 年程度 で建て 替えて いた。 これ

では建築のために使うエネ ルギーがかかりす

ぎる。 これからは二世代、 三世代で利用する

１００ 年住宅 を建 てること が要求され ている。

こう した考えは、 個人 の暮ら しだけに当て は

まるのではない。 企業 や自 治体の活動も同 じ

考えで進めていく べきである。

川 崎市の活動 に関して言え ば、 開発投資 は

５０ 年、 １００ 年 の 展 望 を 持 っ て 行 う べ き で あ る。

そ う考 える と、 臨 海 部 でお こ なう開 発 投資

（東 扇島の物 流機 構の高度 化、 神奈川 口構 想

にともなう羽田 連絡通路の整備、 浜川崎 駅周

辺地域の拠 点整備 等） は、 無駄な投資 になる

確率が非常 に高いので止めるべき である。 そ

の 理 由 は
、

１） 地球温暖化の進行による海 面の上昇な

らびに気候変動と、

２） 首都直下型地震の発生による液状化現

象 で あ る。

１） 地球温暖化の影響

化石燃料 を中心とするエネル ギー 消費量の

増大 による、 地球温暖化につい ては、 国連気

侯変動政府間パネ ル （ＩＰＣＣ） で継続的に議論

され ている。 その 議論に 基づき １９９８年 地球

温暖化防止京都 会議 （ＣＯＰ３） が開催され、 参

加各国が温暖化ガス発生を抑制する数値目標

を定め た京都 議定 書 を作り、２００５ 年２月 に

発効 した。 しか しなが ら、 温室効果ガスの発

生は少 しも減少せず加速度的に増加している。

今後 も減少に向かうと は考 えられない。 地球

温暖 化は既定の事 実と考 えて行動する必 要が

あ る。

２００１ 年 の １ 月 ～ ３ 月 の 間 に 開 か れ た ＩＰＣＣ

の第１作業部会一気候 変動の科学を担当 一の

結論 の要約 を、 全 国地球 測暖化防止活 動推進

セ ン タ ー （ＪＣＣＣＡ） の ホ ー ム ペ ー ジ （ｈｔｔｐ：／／

㎜ ．
ｊｃｃｃａ． ｏｒｇ／ｆｉｎｄ／ｏｎｄａｎｋａ／Ｐａｍｐｈ／Ｐａｇｃ２

．
ｈ

ｔｍ１） か ら 転 載 し ま す。

増 え続 ける 温暖 化ガ ス：２００１年 に発 表さ

れ たＩＰＣＣ（注）第３ 次 評 価報 告 書 によ れ ぱ、

温室効 果ガス別 の地球温暖化への 寄与は、 二

酸 化 炭 素 ６０ ％、 メ タ ン ２０ ％、
二 酸 化 窒 素

６ ％、 オ ゾ ン層 破 壊 物 質 でも あ る フ ロ ン類

（ＣＦＣｓ， ＨＣＦＣｓ） と ハ ロ ン Ｉ４ ％
、

そ の 他 （冊

Ｃｓ， ＰＦＣｓ，
ＳＦ６ な ど） ０．５ ％ 以 下 と な つ て い
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ます。 つまり、 石油や石炭 など化石燃料 の燃

焼な どによっ て排出される 二酸化炭素が 最大

の 温暖化の原因と言 えま す。

こ の 二 酸 化 炭 素 濃 度 は
、

１７５０ 年 の ２８０ｐｐｍ

か ら １９９８ 年 の ３６５ｐｐｍ へ と 実 に ３１％も 増 加 し

ており、 これは過去２ 万年で最大の増加 率で

す。 ま た現在の濃度 は過去２千万年 で最高か

も し れ ま せ ん
。 こ の ま ま で は

、
２１００ 年 に は

産 業革命前 の２倍 から３倍 以上の５４０～９７０

ｐｐｍへ増加すると 予測 されています。

上 がり 始め た気 温：２０ 世紀 の間 に、 地球

の 平 均 気 温 は 約 ０．６℃ 上 昇 し ま し た
。

特 に 過

去５０年 の気 温の上 昇は、 自然 の変動 では な

く
、

人 類 が 引 き 起 こ し た も の と 考 え ら れ ま す。

今後、 温室効果ガス濃 度の上昇の結 果、２１

００ 年 に は
、

気 温 は １９９０ 年 か ら さ ら に １．４ ～

５．８℃ 上 昇 す る と 予 測 さ れ て い ま す。 ＩＰＣＣ 第

２ 次 評 価 報 告 書（１９９５） の １．Ｏ ～ ３．５℃ の 上 昇

に比べて、 大幅に上方修正されま した。

海 面 の 上 昇 ：２０ 世 紀 の 間、 海 面 は １０ ～ ２０

㎝ 上 昇 しま した。 今後、 地 球 温暖 化に伴 う

海水温の上 昇に よる熱膨張と氷河 な どの融解

に よ っ て、 ２１００ 年 ま で に さ ら に ９ ～ ８８㎝ 上

昇 す る と」予 測 さ れ て い ま す。

２１ 世紀 の間、 南極 の氷床 が 融け る か どう

かは 現在 の科学では確 実な予測はできませ ん

が、 今後１０００ 年 では南極 の西 部の氷 床が融

ける 可能性があり、 その 場合海面は現在 より

３ｍ 上昇する可能惟がありま す。

気 侯の変動：降 雨パ ターンが大きく変 わり、

内陸部では乾燥化が進 み、 熟帯地域 では台風、

ハリ ケーン、 サイクロ ンといった熱 帯性 の低

気圧 が猛威を振る い、 洪水や高潮な どの被害

が多く なりま す。

ド７前後 の直下型地震が発 生する 可能性 が高

まって いる と発表 してい る。 この地震 の特性

は、 ど こ で 発 牛 す る か わ か ら ず
、

そ の」予 知 も

困難 な点である。 川崎 市は、 最悪の ケースと

して南関東地 域直下でのプレー ト境界地震が、

川 崎市の 直下 ３０㎞ の 地点 で発生 したと 摺定

し た 被 害 予 測 を 公 表 し て い る （ｈｔｔｐ：／／㎜・．ｃ

ｉｔｙ．ｋａｗａｓａｋｉ．ｊｐ／５３／５３ｂｏｓａｉ／ｈｏｍｅ／ｈｉｇａｉ／ｊｉ

ｓｉｎ．ｈｔｍ）。 そ れ に 付 さ れ た 液 状 化 の 分 布 図 を

見ると、 臨海部 はほとん どが 液状化の著 しい

地 域 と し て 赤 く 塗 ら れ て い る。 ま た、 中 央 防

災会議の 専門 貝である早稲 岡大学の濱田 政則

教 授 は、 浮 島、 千 鳥、 水 江 の 地 区 で は 想 定 し

た地震動 により相当激 しい液状化が 生ず ると

想 定 し て い る。

地 球温暖化により海 面が上昇する だけでな

く、 そ れに伴う気候変 動による人型 台風の直

撃
、

そ し て 高 潮 に よ る 洪 水 が 考 え ら れ る。 臨

海部 は、 洪水や地震 に対 して脆弱な 地域で あ

る こ と が は っ き り し て い る。 こ う し た 地 域 に

開発投資を行って大勢の人が集まる場所を作っ

たり、 大量の 人や ものを輸送する 交通機関 や

道路を作ること は、 来るべき災 害の被害 を拡

大 す る こ と に な る。 ま た、 投 資 し た 物 件 は、

ガラクタとなり 大量の廃 棄物 の処理にエ ネル

ギーを必要と する。 それ ではま すます環 境破

壊 に 組 す る、こ と に な る
。

エネ ルギー の無駄遺い となり、 税金 のム ダ

遺いと なる臨海部の開発 投資はやめる べき で

あ る。

Ｑ砂

２） 直下型地震による液状化現象

中央防災会議 「直下型地震対策専門調査会」

は、 南 関東 地域は地震の活動期 に入っており、

フィリ ピン海プ レー ト上面 でのマ グニチュー

３
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第１２回全日市民オンフズマン別府犬会

もっと広 げよう、 情報 公 闊２

～ あ ⑦手こ⑦ 手⑦

・公金 犠ｅ真○不 正 ま＝出 にストツ プ 危 ～

報告

全 国 市 民 オ ン ブ ズマ ン

別 府 大 会 に参 加 して

一全体会議の感想一

篠原 義仁

大 分空 港か ら別府 市内の 会場 への移 動 は、

相当遠 い。 羽 田の出発が若 干遅れたため、 別

府市 内のバスセンター付 近で早々 に昼食 をと

り、 タクシーで会場べ移動し、 すべり込みセ ー

フで、 到 達す るや否や開会となった。

１ 総会 の冒頭、 「情報公 開度ラ ンキ ング

１０ 年 の成 果と 今後 の課 題」 と いう サブタイ

トルを付 して、 「情報公開の今」が 基調の報告

と して行われた（新海聡事務局長）。

パ ワ ー ・ ポ イ ン ト を 使 っ て の 説 明 は
、

説 得

的でわ かり やすい。
「メカ」に弱 い私ではある

が、 私 たちの集会もこの 種の工夫がまずもっ

て必要と実感さ れた。

内 容 と し て は、
５０ 以 上 の オ ン ブ ズ マ ン グ

ルー プがこれに協カ した とのことで、 各種評

価 項目 を基礎に、 採点 基準は「文書の公開（透

明）度と制度運用状 況」を念頭において 実施さ

れ た。

本年度は、 公開請 求の実施機関 を広 げ、 首

長部局の交際費、 入札情報と、 こ の外 に議会

（政務調 査 費）、 公杜（住 宅 供 給公 杜）、 県警

（警察官の制服、 捜査報償費）関係 の情報公開

請求が行われた。

こ のように対象を広 げた のは ｒ首長部 局の

情報 と比較 して、 それ 以外の実施機 関の情報

の透 明度が見劣り する 傾向にある ことを意識

した結果」 で ある と説 明されて いる。 なる ほ

ど
、

議 会
、

県 警、 そ し て 第 三 セ ク タ ー で あ る

公杜の 情報 公開は、 オ ンブ ズマ ンに「攻 め ら

れてい な い」実情 のな かで、 相当透 明度 は 低

い。 従って、 情報公開の対象 をそこまで広 げ

た 意 義 は 人 き く
、

従 っ て
、

そ う で あ る が 故 に

透明度が高まるまで継続的追及が必要と理解

さ れ た。

文書 の透 明度評価の採 点は、 これは従 前の

基準 どおり で合計１２５ ポイ ン トを 基本 に前記

情 報毎 に若干ア クセ ン トをつ けて振 り分 け、

採 点さ れた（詳細 は大会報告書参照）。

そ の評価結果は、 都道 府県 レベル で１位は

岩 手、 宮城両県の東 北勢で、 最 下位 は福岡県

であった。 ちなみに 昨年１位の 鳥取県と長崎

県が３位に入っ た。 岩手を どう説明 するか は

別と して 「改革派」 を自認す る知事を頂く 県

は
、

オ ン ブ ズ マ ン 活 動 の 積 極 的 展 開 の な か で、・

必燃的というべきか透明度が高くなっている。

そのいみでは首長選でだれが選出されるかは、

その 地域 の民主的度合を はかるうえで当 然の

ことなが ら人き な要素と なっ ている。

さ て
、

そ こ で
、

宮 城 県 の 浅 野 知 事 は、 次 期

選 挙 に は 出 馬 し な い と の こ と で
、

一 方、 宮 城

の オンブズマ ンは 全国 的にも最も秀れ た活動

を行 っているとこ ろで、 この地の来年 以降の

透明 度がどうなるのかき わめて注目される。

次に、 政令指 定都 市の成績は どう なっ てい

４
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る の か
。 １３ あ る う ち 大 阪 市 の 最 下 位

、
北 九

州 市の １２位 は指 定席 化 して いる。 その なか

で
、

川 崎 市 は １ 位 を 占 め る に 至 っ て い る。 但

し、 政 令指 定都市 の透 明度 は総体 的に低く、

そのなかでの相 対評価で川崎市が 上位を 占め

る と こ ろ と な っ て い る
。

参加 した 私た ちの感 想で は、 当 初の「塩漬

け土地」 調査では地番も特定し積極的開示で

あっ たが、 最近 はそれ ほ どいい開 示度（透明

度） で は 無 い の で は な い か
、

従 っ て、
相 対 評

価でなく絶 対評価でも、 高 い評価をうけるた

め奮闘する必 要が あると いうものであった。

なお、 新海報告の時間 を削って保坂報告が

行 われた。 これは、 地 方自 治体の補助金行 政

の 実態を解明するもの で、 手始めに横浜 市の

それ を検討 したところ、 多く の間題点に 気づ

き
、

よ こ ほ ま 市 民 オ ン ブ ズ マ ン と し て、
全 国

的 規 模 の 調 査 を 実 施 し
、

ま と め た も の で
、

き

わ め て 興 味 深 い も の で あ っ た。 そ の 詳 細 は、

よこはまか、 かながわオンブ ズマ ン関係 の広

報で保坂さ ん自 身が紹 介すると思 われる ので

省略するが、 参加 したかわさき市 民オンブズ

マンの感想と しては、 堂々 と して いて話がう

ま かっ た な、 とい うもの であ った（第一 目目

σ）三 次 会 で の は な し）
。

２ 記念 講演 は、 松葉 謙 三弁護 士（全 国市

民 オンブ ズマ ン元代表 幹事）が、 前長野 県副

出納長兼会 計局長という 立場 からその経験を

生 か して、
「めざま しい長 野県の 県政改 革一

政 官財癒 着を壊 し、 真の県 民益 をつく る一」

というタイ トルのもと で講演 を行っ た。

松 葉 さ ん は、
三 重 県 在 住 時 期 に あ っ て は、

杣１１県知 事の 「好敵 手」 として、 あるい は協

同 して、 情報公開の 取り 組みを前進させ、 そ

して 何よりも談合間題 にあっ ては、 神奈川 の

大川 さんとともにそ の先 頭に立って奮闘 して

きた。 その松葉さ んが 久 し振りにオン ブズマ

ン会場の壇上に上った。

講演の骨子 は、 田申長 野県知事を支 え、 長

野県政をめ ざま しく 改革 したということ を基

本 に し一例 えば 「脱 ダム 宣言」、 そ して、 淺

川 ダム、 下諏訪 ダム の中止。 ム ダな公共事業

の 見一直 し 一、 他 方、 苦 心 し て 県 当 局 が（も ち

ろん松 葉さ んも）が立案 した 改革 案が、 議会

の厚い壁の前 に押 しつ ぶされてき たことを赤

操々 に暴露 した。 とり わけ、 三重県政での 体

験に比 して、 長 野県議会の対応 はき わめて後

進的で、 時 に屈辱 的個 人攻撃 をうけたこと も

報告さ れた（「たかが 役人 のく せ に」 と いっ

た県会 議員 のお ごり、 目 線 の高さ 等）。 そ の

上で、 松葉 さんは県職員 を辞し、 現在の居 住

地軽井沢に じっく り腰を 下ろ して、 長野県 全

体のオ ンブズマン活動の拡大、 発展のた めに

尽く すこと を決意表明 し、 理不尽な振舞い を

行った 県会 議員に対 し、 政務 調査費の使途 追

及 を は じ め と し て リ タ ー ン ・ マ ッ チ を 挑 む こ

とと し、 すでにいく つかの裁判 提訴を行っ て

い る と 力 強 く 報 告 し た。

ちなみに、 来年の全国オンブ ズマン大会 は、

長 野県松 本市 で開催 される こと になっ たが、

長野県 全体のオンブ ズマ ン活動の底 上げが ど

うなっ ているか、 そのな かで松葉さんが どう

奮闘 した か、 この１年の 長野の取り組み が楽

し み で あ り、 注 目 し た い 気 持 と な っ て い る。

記念講 演の第 ２ 弾は、 「現職 警察 官によ る

裏金 間題の告発」 と題 して、 昨年につづ いて

現職警察官（愛媛県警）の告発的講演が行われ

た
。

宮城、 北海道その他 の取り組み で、 県警が

キャリ ア組のため にいかに不正 にウラ 金づく

りを行っている かはすでに明ら かで、 ここに

さらに愛媛県讐 に関する告発が行 われ、 これ

は反証の しよ うのない間題で、 かつ、 ある特

殊な一一地方の 間題 ではなく、 全国的に蔓延 し

ている間題 であることが会場の 共通 の認識と

な っ た。 告 発 し た あ と の 精 神 的 ゆ と り な の か
、

そもそも 告発 するだけの信念 の持ち主で ある

が故なの か、 講演は力強く、 そ れでいて余裕

を も っ て、
そ の 上

、
極 め て ユ ー モ ア に 富 ん で

進め られた。 告発 する側の５つ（？）の条件 に
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ついては、 全部 は記憶できな かっ たが、 体力

がある こと（柔剣 道何 段と かで、 変な連 中の

「襲撃」 に対 処でき ること）、 家庭的に間題が

ない こと（数年 前に奥 さん を亡く して、 自分

だけの対 処で可能という 家庭環境 にあること。

つま り独 身）、 絶対 に自分 が ウラ金 作りの犯

罪に 関与していないこ と等々 が、 淡々と ユー

モア交 じりに 語られた。

軍事関係、 警察 関係、 外交関係 の情 報公開

は、
全 体 的 に 進 ん で い な い。 そ の 一 方

、 国 民

の目が ゆき届 かないなかでウラ金 作りの悪事

が 進 行 し て い る
。

取り組み の基本はやはり、 情報公開制度 だ

と痛感させ られた。

３ たた かいは、 継続 が力。 情報公開の 取

組 みが１０年 を迎 え、 若 干の不 十分さ を有 し

つつ も、 市民の取り組 みが、 行政の壁 をつき

崩 し は じ め て い る。

これをかわさき市 民オンブズマ ンの目線 に

落と してみると、 情報 公開を基本に橋 梁談合

間 題 に な る の か
、

そ の 他 の 間 題 に な る の か、

緩める こと のな いひきつ づき の談合 間題（入

札制度 の改 善を含 む）の追及 は必 須となっ て

い る
。

この３ 年来、 取り組んで いる 第三セ クター

間題の追及 も欠かせない。 むしろ、 全国の取

り組 みの状況からみると、 先 頭集団の一員と

して川 崎の取り組みをより一一層 推進 して ゆく

必要 を痛感する。

市長交際費、 議員の 政務調査費、 大阪 市の

例 にみられる不正な 「職員 の厚遇間題」 など、

課題 は尽き ない。

かわ さき 市民オ ンブ ズマ ンの体力 に合 せ

一実動 的会員 の拡 大が絶 対的 に必要 一 、 あ

れもこれもでなく 確かな狙いを定めて、 より

一層 活動を強化 してゆく 必要がある。 今 年も

また、 全国大会 は、 参加 した私たち に新鮮な

刺 激 を 与 え て、 大 き く 成 功 し た
。

公共事業分科会に参加 して

佐々木玲吉

予想は していたこと ではありますが、 つい

に現れたという感 じです。 道路公団 による橋

梁談合、 諸幹部 による 汚職、 副 総裁 逮捕とい

う事実。 これ らは氷 山の一角と いわれていま

す。

す でに２０年 程前、 建設省 に道 路間題 で陳

情 に行 った 時、 省 の係 長 ク ラス の 人が 「５０

歳で省に残っ ている人間 は間 もなく 次官 にな

る人 物で すよ、 殆 どが ３５ 歳位 から道 路公団

に、 或い は直接ゼネコ ンに転職 （天下り） し

て い っ て ま す よ。」 そ っ と 私 的 に 喋 っ て い た

こ と を 思 い 出 し ま す。

その裏には欧治家との結ぴづき、 集票マシー

ン、 即 ち、 政官財の癒着 は十分考え られ るこ

と です。 これらのこと を念頭に置きなが ら分

科会 に参加 したものです。 以下６氏発 表の概

要を記述 致します。

（１） 北海道 市川守弘弁護士

１） １０ 年 前、 木材 生産 はや めた が道 路

計画 は残って いるからと して必 要性の

なく なった７メ ー トル幅 の林道が山中

に 建 設 さ れ て い る。
滝 雄 ・ 厚 和 線

、
平 取・

、

え り も 線
、 置 戸 ・ 阿 寒 線 等

２） 水 害が増 加する危 険性、 そ して 地元

漁協も反対 しているサ ンルダム

３） 水害が現 に発 生した平取ダム

４） 「ふる さと銀 河線」 を廃 止 してま で

建設する北見バイパス

等 につ い て解 説 され ま した。 氏 は最 後 に

ｒ自 然との調和、 共 牛」 ｒ自然にやさ しい」 等

の 言葉はまやか しで あり、 持続性の理念 の追

求 こそ必要であるとされ、 参加者に感銘 を与

６
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え ま し た
。

（２） 仙台 千葉晃平弁護士

人口減少 が始まっている仙 台市で過大需

要予測を基にした地下鉄東西線建設の矛

盾について

（３） 東京 川井理砂子弁護土

利水上も治水上も何ら有効性のない最悪

の 八ツ場 ダム 建設 ス トッ プ訴訟 について

縷々 説明 される

（４） 福岡 堀 良」弁護士

多くの自殺 者を出 している有 明海諌早湾

干拓事業について

（５） 熊本 原 啓章弁護 土

川辺川 ダムについて 国が強制収用 を撤 回

したことは一応勝利 であるとされま した。

（６） 大分 松尾 康利 弁護士

人分県佐伯市の 沖にある大入島が 凌漢土

砂、
パル プ廃液 で汚染され漁業が できな

く なっ て来ている反対運動訴訟につ いて

以 上、 分 科 会 の 概 要 で す が
、

参 加 し て み て
、

わが国の公共 事業 （工事） と は…体何なの か、

やた ら公 共の美名 を振り かざ して官主導 で事

業を行 うという従来型の 手法は税金の無駄遣

いの みならず、 人変な 環境破壊をもた らして

いる こと、 ひいて はわれわれ人類の生存 にも

影響 して いる 事実を学んだものです。

住 民の意思の 尊重、 そこか ら初めて 公共の

名 が生きてく る ものと考 えます。 参 加者約 ６

０ 名
。

％ 伽 〃 多
ム勺ｈ千キ 肋

ヤ 碗て！

“∵
、ｌ
１ 承

談合を巡る住民訴訟の

現段階

清水 芳治

談合・入札改 革分科会を主導 した人川 隆司

代表幹事も２ 目目の分科会報告 の冒頭で紹介

したように入 札談合によって 生 じた地方自 治

体の損害賠償請 求割牛は新しい段階を迎えた。

事件は石川 県の津幡町で２００３ 年８月 １３ 目

に お こ つ た
。

出口 勲弁護 士の 報告を聞こう。

①き わめて確度の高 い談合情報が 早く から

寄せ られた。 ②予 定価 格が事前公表 されてい

る の に 落 札 率 は ９９．２９ ％、 し か も １１ 杜 横 並

び、 以 下談合 を しなさ いと いわん ぱか りの、

③入札参加者の事 前公表、 ④す でに地裁判 決

で津幡町に は談合 が蔓延 して いると判示、 ⑤

不自然な受 注実績、 ⑥全国各 地の落札率低 下

傾向、 ⑦津 幡町の消極的 な談合排除体質、 な

ど が あ り、 金 沢 地 裁 は 本 年 ８ 月 ８ 目、 原 告 の

住民勝訴の判決を言 い渡した。

われわれも川崎縦貫高速道路汚職事件 （三

田 工業事件） で勝訴 したが、 この事件 は刑 事

事件 の確定判決を 前置 している。 金沢 地裁判

決が注目される のは、 刑 事事件 も公正取引委

員会の告発も前置 していない点である。

津幡町の皆さ んの勝訴に至るま での創意に

とんだ闘い に敬 意を表すると共 に、 これ から

の監査請求、 住 民訴訟に大き な激励となるこ

とを確認 したい。 なお、 報告 した出口弁護 士

はこ の事件に取り 組ん だ時点 では修習 を３ヶ

月 前 に 終 了 し た、 新 米 ホ ヤ ホ ヤ だ っ た 由
。

幸

先 よ し で あ る。

た だし万々 歳でない ことは損害賠償 額の算

定方 法 （認定） な どに見られるが、 その点は

今後 の課題とす べき であろう。

７
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ついで大川 代表幹事は、 刑 事事件となった

件数５件、 それに基づく山梨 県玉穂町での住

民訴訟 の例、 今大会大奮闘 の北海道、 市川守

弘弁護 士から報告のあっ た官製談合摘発第 ］

号の岩見沢市のケースー岩見沢は市も市議会

も 沈黙 を守り、 住民 も損 害賠償 請求せ ず放置

一、 国交省 がわれ われオンブ ズマ ンな どの落

札 率引 き下 げの努力 をあ ざ笑い、 談合 があっ

て もかまわないとも とられかねない 「落札率

低下は質の低 下を招く」 という 態度を糾弾 し、

談合に便利 な入札業者事前公表 中止を要求 し

た
。

今間題 の橋梁談合で はオンブズマンも各地

で損害 賠償請求の行動 に立ち上がるよう 呼び

かけ、 最後に大会開催 地、 大分が報告 した大

入島海 面埋め 立て は建設 談合 だけで はなく、

ムダな公共事業が 取り 返 しのつかな い環境破

壊を招く ものである ことを強く 指摘 して 全体

会での報告を締めくく った。

している。 坂出市 は 「資産管理」 をテ ーマと

し、 単に資産 の管 理を点検する のでなく、 資

産を将来に向 けて 有効利用 し、 負 担の世代間

の公平まで視野に置く素晴らしいものだった。

坂出 市を担 当 した女性の 監査人が当大会 に参

加 し、 初目の 全大会 で表 彰された。

また、 分科会にも参加 し活発に討論に 参加

し た。

評価班がすべて の監査を検査 しコメ ン トし

ているが毎度のことだが頭が下がる。

討論での注目点 は 「計画者 責任」 の点であ

る。 す べての 計画には企画者、 そ の承認 者が

いるわ けで あるが、 計画の杜 撰さ等 に監査が

若干言及 しているとの説明が あっ たが興味深

く 感 じ た
。

川崎 市の間題も、 間題発 生後 に当初の 計画

立案者・承認者がまつ たく 無責任でいる点が

この 種間題 発生の原点で あり、 さらに包 括外

部 監査 での この点 の掘 り下げを期待 したい。

補 助 金 ・ 業 務 委 託 間 題

分科会

（包括外部監査）

江口 武 正

分科会の名称は 異なったが、 これま での包

括 外 部 監 査 と 同ｒ一の 運 営 で あ っ た。

評価班の 配慮 もあり、 肌理の細 かい内容で

とても参考になった分科会で あった。

今 年の 「オンブ ズマ ン大賞」 優 秀作品 は２
Ｉ

点で坂 出市と鳥取県で あっ たが、 その内容が

参 考 に な っ た
。

鳥取県のテーマは 「公益法人との委託契約」

であるが、 法人の天 下り等の状況、 県と 特殊

な関係のある公益 法人、 その結果、 委託 契約

も特別な関係にと なっ ている点を指摘 し整理

ｒ

Ｉ ’ ’ Ｌ … ’ ■ ■ 一 ⊥ 皿 ■ Ｉ 』 ０ 一 川 一 Ｌ 』 ⊥ 川 』

■

ｌ ｉ

； 第１２ 回 全国 人会 の 分科会 は ≡

≡① 議会 改 革
．

≡

１② 公共事業 １

≡③ 談合 ・ 入札 改革 ヨ

１④ 補助 金 ・業 務 委託 間題 ‘

ヨ （包括外部監査） ヨ

！⑤情報公開 ヨ

１⑥警察間題 １
１ １
． で あ り

、
「 か わ さ き 」 か ら の 一

１ １
１ 参 加 者 が 少 な い た め ど う し て も Ｉ

ｌ ｌ
一 集 中 し て 出 席 で き る 分 科 会 は 限 一

１ １

１ら れてく る。 より 多く の会 員の ≡

１参加 が 望ま れ る。 （編集 担当） １

Ｌ

． 、． ． ＿ ， ＿ 、 ＿ 一 ＿ ． ＿ 、 。 ＿ ⊥ ＿ 、 ．一 ．、
」
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大 会 宣 言

今 目 私 た ち は、
「も っ と 広 げ よ う、 情 報 公 開 ！」 と い うメ イ ン テ ー マ を 掲 げ て 第 １ ２ 回

全 国 市 民 オ ン ブ ズ マ ン 別 府 大 会 を 開 催 しま し た
。

わ が 国 の 国 会 で 情 報 公 開 制 度 の 必 要 性 を 総 理 大 臣 が は じめ て 表 明 し た の は、 ロ ッ キ ー ド

事 件 を 契 機 に、 政 治 の 腐 敗 に 対 して 国 民 か ら 強 い 批 判 が 出 た 直 後 の １ ９ ７ ９ 年 の こ と で し

た
。

こ の 年 に 大 平 首 相 が 必 要 性 を 表 明 し て 以 後、 先 進 的 地 方 自 治 体 で は 情 報 公 開 条 例 が 次 々

と 制 定 さ れ ま し た が、 国 レ ベ ル の 情 報 公 開 法 が ９ ９ 年 に 制 定 さ れ る ま で、 ２ ０ 年 も か か り

ま し た
。

そ の 後、 情 報 公 開 法 の 適 用 対 象 は、 独 立 行 政 法 人 や 特 殊 法 人 に も 拡 大 さ れ ま し た が、 い

ま
、

行 政 全 体 の 「民 営 化」 の 流 れ の 申 で、
情 報 公 開 制 度 は 早 く も 「空 洞 化」 の 危 機 を 迎 え

て い ま す。

一 例 を あ げ れ ぱ、 永 年 に わ た っ て 鉄 骨 橋 梁 メ ー カ ー と 癒 着 し て 官 製 談 合 を 続 け て き た 日

本 道 路 公 団 は、 今 年 １ ０ 月 １ 目 か ら
、

３ つ の 民 間 会 杜 に 分 割 さ れ る と と も に、
情 報 公 開 法

の 適 用 対 象 か ら 除 外 さ れ て し ま い ま す。

こ の よ う な 「民 営 化」 の 方 向 が、 中 央
、

地 方 を 間 わ ず 行 政 の あ ら ゆ る 領 域 で 進 行 し つ つ

あ る と い う 状 況 の も と で、
私 た ち は 「民 営 化」 が 「情 報 の 不 透 明 化」 に な ら な い た め、 次

の ３ 点 に そ っ て、 情 報 公 開 制 度 を 根 本 的 に 見 直 す こ と が 必 要 で あ る と 考 え ま す
。

第 １ に
、

情 報 公 開 法 お よ ぴ 情 報 公 開 条 例 で 規 定 す る 情 報 公 開 義 務 の 主 件 を、 行 政 機 関 や

独立行政法人等に限定せず、 国や地方自治体から一定の割合を超える出資や助成を受

け た り、 業 務 委 託 を 受 け る 法 人 や 団 体 に も 拡 大 し、 該 当 す る 法 人 等 に 対 す る 国 民 の 情

報公開請求権を明記すべきです。

第 ２ に、 行 政 機 関 や 法 人 等 が 情 報 公 開 請 求 を 拒 否 す る 措 置 に 対 し て は
、

「非 公 開 処 分 の

取 消」 を 求 め る 行 政 訴 訟 に よ る、
と い う 現 行 法 の 発 想 を あ ら た め、

「情 報 公 開」 と い

う 給 付 を 求 め る 民 事 訴 訟 と 構 成 す る べ き で す
。

第 ３ に、 情 報 公 開 請 求 訴 訟 の 性 質 を 一 般 民 事 訴 訟 と 位 置 づ け る こ と と 関 連 し て、 そ の 裁

判 管 轄 は、 現 在 認 め ら れ て い る ５ ０ 箇 所 の 地 方 裁 判 所 本 庁 だ け で な く、 ２ ０ ５ 箇 所 の

地 裁 支 部 に も 拡 大 す べ き で す。

総 務 省 に 設 置 さ れ た 「情 報 公 開 法 の 制 度 運 営 の あ り 方 に 関 す る 検 討 会」 は、 本 年 ３ 月 ２

９ 早、
「現 時 点 で の 法 改 正 は 必 要 な し」 と の 結 論 を 下 しま し た。 し か し、 そ の 検 討 対 象 は、

実 際 に 行 政 機 関 に 対 し て な さ れ た 情 報 公 開 請 求 の 取 扱 い の 当 否 に 限 ら れ て い ま す。

「情報公開請求の領域自体がどんどん狭められつつある」 という間題意識を抜きにした

結 論 は 無 意 味 で す
。

私 た ち 市 民 オ ン ブ ズ マ ン は、 こ れ ま で 身 を も っ て 情 報 公 開 の 最 前 線 を 切 り 開 い て き た 市

民 運 動 と し て の 責 任 を 果 た す た め に、 今 か ら、
上 記 ３ 点 の 制 度 改 革 を 推 進 す る こ と を 宣 言

し ま す。

２ ０ ０ ５ 年 ９ 月 １ ０ 目

第 １ ２ 回 全 国 市 民 オ ン ブ ズ マ ン 別 府 大 会 参 加 者 一 同

９
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第 三 セ ク タ ー へ の 天 下 り 人 事 の 廃 止 を 求 め る

申 入 書

２ ０ ０ ５ 年 １ ０ 月 ３ 日

川 崎 市 川 崎 区 砂 子 １・１０・２ ソ シ オ 砂 子 ８０２

川 崎 合 同 法 律 事 務 所

か わ さ き 市 民 オ ン ブ ズ マ ン

代表 幹 事 篠原 義 仁

同 江 口 武 正

同 清 水 芳 治

事 務 局 長 川 口 洋 …

同 「天 ド り 間 題 」 プ ロ ジ ェ ク ト

担 当 幹 事 望 月 文 雄

同 佐 々 木 玲 吉

川 崎市 長

阿部 孝 夫 殿

日 頃 よ り の ご 活 躍 に 心 か ら 敬 意 を 表 し ま す。

私 た ち か わ さ き 市 民 オ ン ブ ズ マ ン は、 １９９７ 年 の 結 成 以 降、 税 金 の ム ダ 遺 い を 糾 す た め

様 々 な 活 動 を 進 め て い ま す 。

今 般、 従 前 か ら 取 組 ん で い た ＫＣＴ， ＦＡＺ， 土 地 開 発 公 杜（塩 漬 け 土 地、 南 伊 豆 保 養 所 用

地 先 行 取 得 問 題、 川 崎 縦 貫 道 汚 職 関 連 事 件 な ど）の 個 別 事 例 に 共 通 し、 か つ、 そ の 根 源 に あ

る 問 題 と し て の 「第 三 セ ク タ ー へ の 役 員 派 遣、 天 下 り 間 題」に つ い て 総 括 的 な 検 討 を 試 み ま

し た
。

そ の 詳 細 は 別 紙「第 三 セ ク タ ー へ の 天 下 り 間 題 を 糾 す」 の と お り で す が、 私 た ち は そ の 検

討 結 果 を ふ ま え
、 川 崎 市 と し て 直 ち に 以 下 の 点 に つ き 根 本 的 改 革 を 行 う よ う 申 入 れ る 次 第

で す
。

記

１ 川 崎 市 と し て 第 三 セ ク タ ー一へ の 役 員 派 遺 は 必 要 最 小 限 の も の に 止 め、 現 状 の 派 遺 状

態 を 根 本 的 に 見 直 す こ と。

と り わ け、 第 三 セ ク タ ー へ の、 い わ ゆ る 天 下 り 人 事 は 廃 止 の 方 向 で 検 討 す る 二 と。

２ 「第 三 セ ク タ ー 間 題 検 討 委 員 会」（仮 称）を 設 置 し、 第 三 セ ク タ ー の 経 営 の 実 態 を 解 明

し、 川 崎 市 の 出 資 状 況 を 抜 本 的 に 改 善 す る こ と。

第 三 セ ク タ ー へ の 支 援、 援 助 の 実 態 と 再 委 託 の 事 実 究 明 を 行 い
、

川 崎 市 の 支 援
、 援

助 の あ り 方 を 再 検 討 す る こ と。

第 三 セ ク タ ー の 存 続 の 必 要 性 を 検 討 し
、

必 要 性 の 乏 し い も の に つ き 、
整 理 ・ 統 合 、

縮 小 ・ 廃 止 を は か る こ と。

前 記 検 討 委 員 会（仮 称）の 委 員 に は、 税 金 の 無 駄 遺 い ・ 第 三 セ ク タ ー 間 題 に 取 組 む 市

民 組 織 及 ぴ 市 民 の 代 表 を 多 数（委 員 会 委 員
。
の 半 数 以 上）参 加 さ せ

、 そ の 審 議 は 徹 底 し た 情

報 公 開 と 委 員 会 の 公 開 を 原 則 と し て 運 営 す る こ と。

以 上 の 点 に つ き ２００５ 年 １０ 月 末 日 ま で に 文 書 に て ご 回 答 を 頂 き た く 付 記 す る 次 第 で す。

１０
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川 崎 市 局 別 職 員 派 遣 セ ク タ ー ・ リ ス ト

（平 成 １７ 年 度 職 員 録 に よ る）

望月 文 雄

※ 印 は 指 定 管 理 者 制 度 適 用

総 務 局 ２ セ ク タ ー 合 計 ３ 名 ※ 財 ・ 川 崎 市 国 際 交 流 協 会

財 ・ 全 国 市 町 村 振 興 会

市 三 セ ク ２ 名

１ 名

財 政 局 ３ セ ク タ ー 合 計 ４ 名 全国 市有物 件 災害 共済会

※ 財 ・ 川 崎 市 土 地 開 発 公 杜

総 務 省 ・ 資 産 評 価 室

市 三 セ ク

１ 名

２ 名

１ 名

市 民 局 １ ０ セ ク タ ー 合 計 ７ ８ 名 財 ・ 川 崎 市 指 定 都 市 記 念 事 業 公 杜 市 三 セ ク

１ 名

川 崎 市 民 プ ラ ザ

中原 会館

中 小 企 業 ・ 婦 人 会 館

川 崎 市 男 女 共 同 参 画 セ ン タ ー

財 ・ 川 崎 市 市 民 白 治 財 団

財 ・ 川 崎 市 民 活 動 セ ン タ ー 市 三 セ ク

※ こ ど も 文 化 セ ン タ ー

財 ・ 川 崎 市 文 化 財 団

※ 川 崎 シ ン ホ ニ ー ホ ー ル

１ 名

１ 名

１ 名

３ 名

２ 名

２ ０ 名

４ １ 名

３ 名

５ 名

経 済 局 ４ セ ク タ ー 合 計 １ ７ 名 独 立 行 政 法 人 ・ 新 エ ネ ル ギ ー

※ 財 ・ 川 崎 市 産 業 振 興 財 団 巾．三 セ ク

か わ さ き 新 産 業脅」造 セ ン タ ー 市 三 セ ク

神 奈 川 県 川 崎 競 馬 組 合

１ 名

１ ０ 名

１ 名

５ 名

環 境 局 ３ セ ク タ ー 合 計 ６ 名 か な が わ 廃 棄 物 処 理 事 業 団 ２ 名

財 ・ 川 崎 市 リ サ イ ク ル 環 境 公 杜 市 三 セ ク １ 名

財 ・ 川 崎 市 公 園 緑 地 協 会 市 三 セ ク ３ 名

健 康福 祉局 ４ セ ク タ ー 合 計 ２ ９ 名 財 ・ 川 崎 市 保 健 衛 生 事 業 団 市 三 セ ク

財 ・ 川 崎 市 杜 会 福 祉 協 議 会 市 三 セ ク

財 ・ 川 崎 市 杜 会 福 祉 事 業 団 市 三 セ ク

財 ・ 川 崎 市 在 宅 福 祉 公 杜 市 三 セ ク

９ 名

３ 名

９ 名

８ 名

ま ち づ く り 局 １ セ ク タ ー 合 計 ８ 名 財 ・ 川 崎 市 ま ち づ く り 公 杜 市 三 セ ク ８ 名

１１
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建 設局 ５ セ ク タ ー 合 計 ７ 名 財 ・ 川 崎 市 建 設 技 術 セ ン タ ー

財 ・ 道 路 管 理 セ ン タ ー

首都 高速道 路公 団

日 本 下 水 道 事 業 団

下 水 道 新 技 術 促 進 機 構

市 三 セ ク １ 名

１ 名

１ 名

３ 名

１ 名

港 湾局 １ セ ク タ ー 合 計 ２ 名 川 崎 港 湾 振 興 協 会 ２ 名

水道局 １ セ ク タ ー 合 計 ３ 名 財 ・ 川 崎 市 水 道 サ ー ビ ス 公 杜 市 三 セ ク ３ 名

消 防局 ７ セ ク タ ー 合 計 １ ２ 名 総務省 消 防局

神 奈 川 県 消 防 学 校

財 ・ 川 崎 市 消 防 防 災 指 導 公 杜

危険 物保 安技 術協 会

救急 振興 財団

目 本 消 防 設 備 安 全 セ ン タ ー

独 立 行 政 法 人 ・ 消 防 研 究 所

／ 名

２ 名

市 三 セ ク １ 名

３ 名

２ 名

２ 名

１ 名

４１ セ ク タ ー の 内、 川 崎 市 の 第 三 セ ク タ ー は ２３。 さ ら に 川 崎 市 指 定 管 理 制 度 適 用 は ５

セ ク タ ー で あ る。 私 は 川 崎 市 の 第 三 セ ク タ ー 事 業 と し て 平 成 １５ 年 度 か ら 開 始 さ れ た 「わ

く わ く プ ラ ザ 事 業」 は 「か わ さ き 市 民 活 動 セ ン タ ー」（他 １ 団 体）で 事 業 が 開 始 さ れ た が、

そ の 第 三 セ ク タ ー に ２０ 人 も の 職 員 が 派 遣 さ れ て い る こ と に、 異 常 を 感 じ る。

ま た、 市 の 出 資 率 が ２５％ を 超 え る セ ク タ ー の 理 事 長 な ど、 責 任 者 が ど の よ う な 実 務 を

執 り 行 っ て い る の か
、

判 然 と し な い。 実 務 は 下 部 組 織 一 存 で、
年 次 決 算 の 名 目 代 表 の よ

う に 思 え る。 い わ ぱ 、 現 役 時 代 の ボ ー ナ ス 役 職 と み て し か る べ き で あ ろ う。

さ ら に は、 出 資 率 ２５ ％ 未 満 の 第 三 セ ク タ ー へ の 天 下 り の 調 査 は 行 え な か っ た、 し か し、

川 崎 市 が そ れ ら の セ ク タ ー に 出 資 す る 理 由 の 開 示 は 必 要 で あ ろ う。 こ の リ ス ト か ら で も

何 故、 そ こ へ 、 派 遣 す る 必 要 が あ る の か
、

疑 間 に 思 え る も の が 見 ら れ る 。

撃走亡同震嬢角 ダ㌧易古霧舘川 市立多摩病院が完成†
薬 。 ’ 病 療 科 １ 引 ２０ ほ ’ 院 を 崎
費 地 約 院 施 ’ 日 き 呉 ど 病 一 進 １亘 来月 １日現地 見学会

ｇ

３ 上 ３ は 設 ２４ 開 渡 出 床 多 め が

÷轟宗撃濡臨掌肴護歳繁匿Ｆ書 ス∫
億 建 け １０ え 体 定 た 業 し ７ 宿 る 駅
円 て て 月 る 制 で 。 者 １■ ６ 河 市 近
。 で 完 に 〔 の ’０６ か 写 ） 原 立 く

建 ’ 成 着 救 ］８ 年 ら 真 が ユ 多 に

２ 病 合 棟 診 や 行 時 時 １ （ 聖 物 鎖
ユ 院 わ な 察 同 う ま ま 日 引 宮 マ は
○ 準 せ ど 塞 大 。 で で 午 き 前 リ 直

１顯黍淋 畷衛嬢嚢．８ ０ 院 る ’ ’ 由 見 け 皇 い う 医 ’

４ 局 。 入 外 で 学 は 千 ’ 。 科 運
４ 多 間 院 来 ’ 会 同 後 １０ 大 営
・ 摩 い 病 の 市 を ３ ４ 月 学 は

１２
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十字路

市長への手紋

２ ０ ０ ５ 年 ９月 １ ５ 目

川埼市長 阿部孝夫様

茂木 賓 拝

前略 ご免 下さ い。 早速で失礼 致しま す。 お久

し ぶ り で す。

件 名

市ごみ収集事業他現業部門

民営化のこと

件名 のことが以前 から気 になっていま した。

殆 どの市 ゴミ収集 車には、 運転 手以 外に屈

強 の若 者二人が同乗 して います。 現地ま で二

人はノ ン ビリと気楽 に座 っている だけで、 炎

天下で働く民間労働者（納税者）を嘲笑う如く

で私はいつも腹 を立てています。 あの二人の

実働時間は合計で１ 日１～２ 時間 で しょう。

それでいて政令市中最高の給料！

たまたま本目、 民間の粗大 ゴミ収集 車の運

転手から話を聞き ま した。 その方 は年配の人

で運転も兼 ねて一 人で全部やって いま した。

話の内容は意外すぎ で廣慨 しま した。

その方のお話 では、 市か らごみ 収集の委託

料は貰ってお らず、 市民か らの 「粗人 ゴミ処

理手数料」 が当てられて いる との ことで した。

も しこれが事 実であると すれ ば、

１．以 前のように、 市職 員が粗大 ごみ収集 を

すれ ば有料化の必要がなく 市民の負担がなく

て す む、 と い う こ と に な り ま す。

２．粗大 ゴミの 量を減らす目的 で有料化 しそ

の分を民間委託 したのであれ ば、 当然にその

分
、

市 ご み 収 集 職 員 が 削 減 で き、 一一 般 市 民 の

税負担が助 かる計算になります が、 実際 はど

うなので しょうか？

と申 します の は、 ０３／９／６読 売 紙の 記事 に

拠 れぱ、
ギ市に よると 公務 貝の 身分保 障 の間

題が壁 になっており、 収集 回数を減 らしたか

らと いっ て職員を減 らすことはでき ず、 配置

転 換も難 しいという」 となれ ば、 何 のことは

ない、 市民が粗大 ゴミ処理手数料 を負 担させ

られながら、 市 ごみ収集職員を楽 に しただけ

のこと になる ので はあり ませ んか？（さりと

て、
楽 に な っ た 分 の 給 与 カ ッ トの 話 も 聞 か ず

。
）

市民にとって 踏んだり蹴ったり のとんで も

ない、 こん な片 手落ちの馬鹿 なことが身近 に

起 き て い る こ と を 見 逃 せ ま せ ん
。

時 た ま た ま、

小泉首相が 国家・国民の視点 から、 強力な 支

持基盤であった特定郵便局長会を切っ てま で、

郵政民営化 を争点と して衆院 選挙に地滑り 的

な 人 勝 を し ま し た。

彼に倣って同じことを貴職にお尋ねします。

「ごみ収集 は地 方公務 員で なけ れ ばできな い

こ と な の で す か ？」 と。 そ れ は 又 市 民 ・ 国 民

の 声 で あ る こ と が 今 回 の 選 挙 で ハ ッ キ リ
Ｉ
し た

ので はあり ません か？ 福岡市に倣っ てごみ

収集 を完全民営化すれ ぱ、 小泉首相が 言われ

る ように人件費を含 めて 市の関連支 出が削減

できる ばかり か、 租税収 入も見込めま す。 効

率化も進み夜間収集 も実現できる でしょう。

い い こ と 尽 く め で す。

時代は、 財政健 全化へ進ま ざる を得ない で

しょう。 地下鉄 工事のよう膨人な 借金を次代

へ負 の遺産と して 残すことに夢 中になるの で

はなく、 ぜひ とも市財政健全化 に少 しでも役

立っ ごみ収集 の完全民営化を ご決断下さい。

（同 じ趣旨 から ごみ処 理関係、 学 校給 食、 バ

ス 事 業
、

水 道 事 業 （電 力
、

ガ ス
、

電 話
、

郵 便 ・ ・

みん な民間 です もσ）ね）役 所の受 付な ども 同

様です。）
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貴職の 市政改革 ご尽力が、 幸いに して各 方 もうそ ろそろ、 時代 の流れ は 主役で あり、

面 から高 い評価を得て、 次 の市長選挙 には五 納税者である 国民・市民の視 点に立つて一部

党、 連合、 川 商な どの見返 り期 待・利益擁護 の既得利益 死守派の抵抗族を 蹴散ら して改 革

見 え見 えの団体から あま ねく 推薦を受 けられ に適進する ことこそが、 トップの責務である

るよう でご同慶の至り ですが、 それは目明き ことに気づ かれて、 小泉 首相 を見習って善 処

めく らの申すこと です。 方をお願い申 し上 げます。

貴職の現実は、 声なき力溺 い市民に市民サー 意の ある ところを ご賢察 下さいま して、 よ

ビス をカ ッ トして負担 を強いて弱い者 いじめ ろ しくお願い申 し上 げま す。

を しながら、 政令市 中最高の職員給与 には一 敬具

切 手をつけず、 市財 政破綻の瀬戸際の 緊急避

難的カ ッ トをせず、 その上ヤミ給 与である健 追記；

康保険料負 担３１．５％のタカリ根 性を 見逃 して 志木 市が羨ま しいです。 交付金廃止 で、 自

放置 したまま ですね。 市民不在の、 強きを助 治体にも住民税な どを指標 と した競 争促 進制

ける八方美 人的 な事なかれ主義の弱 腰を通 し 度 を導入す べき なので しょう 札

て職員利 益擁護 を継続中で、 依然 と して上か 失礼 しま した。

ら 下まで公務員天国を満喫されていますね。 以上

鱗 甥 繍 ＾ 柵 市 ン ニ 報

一，
≡鰯 窪 羅 黒 翁 互

：職 劇、
■＾ 占会禺 裏

ン が 民 テ 広

．宇 ； ㍑ パ 報
ザ ’ フ に う
で 別 ス 第 ’

て 公 議 市 つ

二 本慶 炉 ンブ
辱／ － １ 燃 華享胃妾吉 別
市

吐練 ㍗ 篶 ㌣夏友峰１ 鵯１…１…

躰 ｛馨麓髪霧箪蟻器尋奉饗葎蒙竃鈍纂㍍ る
現 念 が 対 を ど や し 公 摘 い 重 開 ② あ 議 ’ は 局 が

ど 共 十 を 欝 の 一ｒ 欝 職
六 事 一一 し 察 た …一 察 蟹
分 業 日 て 宮 め 部 の 察
科 Ｌ は い の に の 裏 宮
会 １ ｒ る ほ ’ キ 金 仙
が 讐 嚢 Ｌ と ニ ャ 問 波
あ 察 其 と ん 十 リ 題 敏
る 間 改 話 ど 四 ア に 郎○ 題 苧 し が 万 蟄 つ さ

Ｌ
ｒ た 不 」人 察 い ん

な 公 。 正 の 宮 て が
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煽集後記

０９ 月 １０ 日
、

１１ 目 の 両 日
、

別 府 市 で 開 催 さ

れ た市民オ ンブズマ ン全国大会 の報告を特集

しま した。 大会 常連の渡辺幹 事が 体調回復不

十分で参加でき なかったの はご本人だけ でな

く 「かわさき」 と しても残念なことで した。

○ただ、 す でに９月 の幹 事会 に出席され、 下

の欄にあるよ うに会計報告 も復 活いた しま し

た。 今後 も自 重 しなが らもオンブズマ ン活動

を積極的 に展開 してく ださることで しょ う。

なお、 会 計報告欄外のカ ンパヘの謝辞、 一部

既報と 重複 して おりま す。

○会報 関係 を先に して しまいま しょう。 望月

幹事が病 床 （？） からまた丹念な調 査報告を

送稿 してく ださいま した。 幹事団の 手違いで

１０月 ３日 の市 長申 入れ に 望月 幹 事 に出席 し

ても らえま せんで したが、 「申入 書」 に いう

別 紙 「第 三セクタ ーへの天下り間題」 は望月

幹事の調査と レポー トを骨子と して 成り立っ

たものです。 望月 さんの 努力を多とすると こ

会計報告

ろ で あ り ま す
。

○会 費納入について

今年度会費未納の会員に振替用紙を同封しま

した。 特記 してはおりません が昨年度会費 未

納の方 もおられます （９月 ３０ 目現在）。 進 ん

で２年分 を振り 込んでく ださい。 原則と して

昨年度 と本年度 の２ヵ隼未 納の会員 には次 号

からはお送りできませ ん。 ご了承願います。

０９月 １１ 目に行 われた総選挙について一言。

郵政選 挙だと大騒ぎ し、・与党が大多数 を占め

たの で小泉 首相 の言を借り れば 「国 民は郵政

民営化 に賛成 したの だ。 無謀でも暴論 でもな

い」 そ うだが、 議席数 で圧勝 した だけであっ

て、 野党の票が圧倒さ れたわけで はありませ

ん。 ところが、 自民 党内郵政改悪反 対派は風

向き 悪 しとぱかり に一 目散に賛成派 に寝返り

ま し た。 見 苦 し い と 思 い ま せ ん か。

○ これから提出される 数々 の悪法の 審議の行

方が心配です。 （清水）

２ ０ ０ ５ 年 ４ 月 １ 日 ～ ２ ０ ０ ５ 年 ９ 月 ２ ７ 日

一般会計
’ ｝ 、 一 ” Ｉ

収 入 （円） 支 出 （円）

前 期 繰 越 ６５２
，
３９５ 会 報 発 行 費 ５９，１０７

会 費 ２１４，ＯＯＯ コ ピ ー 代 ５，７６０

資 料 販 売 ６，９００ 情 報 公 開 請 求 ２
，８１０

寄 付 金 ４０，ＯＯＯ 会 場 費 １９，６００

利 息 ７０ 訴 訟 経 費 Ｏ

旅 費 交 通 費 ・ １６０
，
ＯＯＯ

事 務 用 品 費 ５２５

通 信 費 ９，４００

備 晶 消 耗 晶 費 Ｏ

図 書 費 ３，４００

全 国 会 費 １０，ＯＯＯ

講 師 料 Ｏ

Ｈ Ｐ 管 理 費 ６，ＯＯＯ

雑 費 ２，１２０

収 入 合 計 ９１３
，３６５ 支 出 合 計 ２７８，７２２

残 局 ６３４
，
６４３

訴 訟 積 立 金 ２，０００，ＯＯＯ

＊ 光 田 久 美 子 さ ん、 森 田 暢 彦 さ ん、 久 保 文 子 さ ん、 土 井 英 子 さ ん、 カ ン パ ど う も 有 難

う ご ざい ま し た。 ｃ煩 不 同）

＊ 全 国 大 会 の 交 通 費 と し て、 参 加 者 ４名 に ４ 万 円 ず つ を 補助 しま した
。
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